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目　的

食用二枚貝類中の無機質が年間を通じてどんな量的変

化をするか，またどんな割合で含有されているかを知る

ために本研究を行なった。無機質としてはCo,  Ca, Mg,

P, K, Na, 等 について行なったが今回はFe,  Co, Ca, Mg,

について報告する。

方　 法
Fe の定量はOrtho Phenanthroline 法 による比色定



量,  Co は;3-nitroso  α-naphthol 法 によって比色測定

を行なった。 Ca, Mg はそれぞれのpH と指示薬により

キレート滴定法によって定量した。

結　果

1.　アサリでは，これ等の無機質の増加が年間２回あ

る。 Fe:Co の 量比 は1,000:1 でCa:Mg ≒１：２

である。

2. 蛤ではFe:Co ≒1,500 : 1. Ca : Mg = 7:%

3. 赤貝ではFe:Co ≒3,000 : 1. Ca:  Mg ≒1:lo

4.　しじみではFe: Ｃｏ≒2,000:1 でCa:Mg ≒1:l ．

5.　青柳ではFe:Co ≒1,200:1 でCa:  Mg ≒1:3 の

存在割合であった。

二枚貝類中の無機質の量は年間かなり変動があり，ま

た各年によっても異なっており，これは気候および産卵

に関係するものであろうと思われる。
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